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日 本 人 の 自 然 観

自然との共生
（自然を生かすことによって、
自らも活かされる） 自然を持続可能な

形で利用



熱帯林の急激な減少熱帯林の急激な減少

農地への転用

過剰伐採

森林火災

違法伐採

森林減少に由来するＣＯ２の排出量は、世界の総排出量の約２割



違法伐採とは・・・違法伐採とは・・・

違法伐採とは、一般的にそれぞれの国の法律に反して行われる伐採を指す
が複雑な背景。

・違法伐採についての統一的な定義はない。

・森林計画等の伐採量、指定樹種・径級、指定手法を守らない伐採、所有権・伐採権がな
い森林を伐採するいわゆる盗伐、国立公園・保護地域等を定めた法令を守らない伐採、伐
採した木材の用途指定等を守らない伐採等

・また、企業による経済犯罪的に行われるものから、住民が自家消費のために行うもの
（伝統的な森林利用権）など様々。



Ｇ８グレンイーグルズ・サミットでの議論

｢グレンイーグルズ行動計画｣（気候変動、クリーン・エネルギー、持続可能な開発）

36．我々は、違法伐採がアフリカ及びその他のすべての地域における最貧国の多くの人々の生計に与える
影響、また、環境劣化、生物多様性の損失と森林破壊、そして世界的な持続可能な成長に対する影響を認
識する。我々は、特にコンゴ盆地、アマゾン地域を含む、世界的な炭素九州源の重要性を認識する。

37．我々は、違法伐採に取り組むことが森林の持続可能な経営に向けた重要な一歩であることに合意する。
この問題に効果的に対処するためには、木材生産国及び消費国双方の行動が必要である。

38．我々は、Ｇ８環境・開発大臣会合の違法伐採についての結論を承認する。この分野における我々の目
的をさらに推進するため、我々は同会合において支持された結論を、各国が最も効果的に貢献できる分野
において行動することにより、推進する。

（2005年7月）



G8環境・開発大臣会合の閣僚声明における結論

１．木材生産国への支援

２．ＷＴＯルールを遵守しつつ、貿易に関する自主的な二国間貿易協定やその
他の取り決めを通じて違法伐採木材の輸入と市場売買を止めるための段階的取
組

３．合法な木材を優先して使用する木材公共調達政策の奨励、採択または拡大

４．違法伐採対策に関する各国の進捗状況を評価し、その経験を共有し、結果
を公表するための2006年中のＧ８森林専門家会合の開催



我 が 国 の 基 本 姿 勢

JＧ８九州・沖縄サミット(2000年）以降「違法に伐採さ
れた木材は使用しない」という基本的な考え方に基
づき対応。

Ｇ８グレンイーグルズ・サミット(2005年)
日本政府の気候変動イニシアティブ

・「グリーン購入法」での措置の導入。

・違法伐採取引等に関する任意の行動規範の
策定促進。

・木材の履歴追跡システムの開発・監視システ
ム等の構築。

・Ｇ８各国の専門家による論議の推進。

日本政府の気候変動イニシアティブ

・「グリーン購入法」での措置の導入。

・違法伐採取引等に関する任意の行動規範の
策定促進。

・木材の履歴追跡システムの開発・監視システ
ム等の構築。

・Ｇ８各国の専門家による論議の推進。



我が国の違法伐採対策の取組状況

政府調達

グリーン購入法：

政府調達を合法性・持続可能性が証明された
木材とする （2006年４月～）

政府調達政府調達

グリーン購入法：

政府調達を合法性・持続可能性が証明された
木材とする （2006年４月～）

二国間協力

日・インドネシア：

・衛星データを用いた伐採状況の把握
・木材トレーサビリティ技術の開発 等

二国間協力二国間協力

日・インドネシア：

・衛星データを用いた伐採状況の把握
・木材トレーサビリティ技術の開発 等

多国間協力

国際熱帯木材機関（ITTO）：

合法木材及び認証木材の
普及・啓蒙等のプロジェクト
の支援。

多国間協力多国間協力

国際熱帯木材機関（ITTO）：

合法木材及び認証木材の
普及・啓蒙等のプロジェクト
の支援。

地域間協力地域間協力

アジア森林パートナーシップ（ＡＦＰ）：

合法性の基準開発や情報共有の促進

http://www.itto.or.jp/live/jpn/index.html


日・インドネシア二国間協力（木材生産国における木材追跡システム技術の開発）

スキャンデータを基に丸太の
一覧表を現場で印刷

ラベルをスキャンして丸太情報
の入手と搬入搬出丸太の登録

伐倒木と根株にラベルを貼付丸太情報の入力 ラベルを現場で印刷

貯木場に搬入され丸太のラベル

安全のため同じコードを2つ印刷

（泥汚れも問題なくスキャン可）



ITTOを通じた取組の例（ラミン(Gonystylus spp.)の植林及び人材育成）

ラミンRamin (Gonystylus spp.)
-スマトラ、カリマンタン、半島マレーシアの低湿地に分布

-良好な材質により、家具・内装材用として輸出
-本来禁伐の国立公園も含め違法伐採により急速に減少
-ワシントン条約付属書II (CITES Appendix II)にリスト

拠出

-ラミンの保全、植林、
伐採に関連する規則、
政策の見直し

-植林方法の開発と普及 -林業省出先機関の管理
職員、税関職員のト
レーニング

ラミンRamin (Gonystylus spp.)の種と生態系の保全

ラミンを対象とした違法伐採の根絶

ITTOプロジェクト スマトラとカリマンタンにおけるラミンの減少防止と植林促進
（実施機関：インドネシア林業省）



我我 がが 国国 のの 政政 府府 調調 達達 制制 度度 （グリーン購入法）（グリーン購入法）

国等による環境物品等の調達の推進に関する法律（2000年法律第100号）

-環境負荷の低減に資する物品・役務（環境物品等）について国等の公的部門にお
ける調達の推進、情報提供等により、環境負荷の少ない持続可能な社会の構築

基本方針 （閣議決定；2006年2月）
-環境物品リスト
-環境物品の要件（判断の基準、配慮事項）の決定
-調達方針作成のための基本的事項

義務的に実施 努力義務、一般的責
務

地方公共団体等地方公共団体等

民間事業者、国民民間事業者、国民

- 調達方針の作成 （努力義務）

- できる限り環境物品等を選択 （一般的
責務）

国会、裁判所、各省庁、国会、裁判所、各省庁、

独立行政法人等独立行政法人等

-調達方針の作成、公表

-調達実績の公表



ガガ イイ ドド ララ イイ ンン

合法性、持続可能性の定義
- 合法性： 森林関係法令上、合法的に伐採されたもの
であること
- 持続可能性： 持続可能な森林経営が営まれている森
林から産出されたものであること

証明の方法
- 森林認証とＣｏＣ認証
- 企業団体による自主的行動規範に基づく企業認定
- それぞれの企業による自主的な証明

検証と評価



ガイドラインに基づく業界団体の取組状況

合法木材供給事業者
（2008年3月現在）
認定団体 133団体
認定事業者 6,980社



日本の合法木材供給の取組のまとめ日本の合法木材供給の取組のまとめ

合法性が証明された木材は合法木材供給事業者の信頼の
連鎖により供給される。合法木材供給事業者は、業界団体
を含む何らかの第三者から、透明性のある手続きを踏まえ
た承認が必要である
– (業界団体など既存の機関の機能を利用した効率的なシステムの追
求)

連鎖は、合法木材供給事業者が作成し、木材に添付する書
面による証明書によって連結する。この書面による証明書は、
国内材にも輸入材にも分け隔てなく、すべての材に要求され、
また、いわゆるハイリスク国、ローリスク国のどちらからの木
材にも、要求される。
– (全ての生産国からの、文書による証明書の要求)



今 後 の 課 題

１．政府調達から民間市場への拡大

２． Goho-woodの使用にインセンティブを

３．証明方法の信頼性、透明性の向上

４．生産国、消費国双方への情報提供体制の整備



Ｇ ８ 森 林専門家違法伐採報告書 （主要論点）

・木材加工国を関与させつつ、木材輸出国・輸入国の二国間・多国間の枠組み及び対話
の拡大と発展を促進

・民間部門に対し影響を与えることができる合法木材を優先して使用する木材調達制度
を奨励、適用、改善又は拡大し、その経験を共有

・パートナー諸国とともに木材の原産地及びその流通を追跡するためのシステムの開発
及び利用を探求

・現行のイニシアティブ及び森林モニタリング・評価プロセスを基礎として、森林減少・劣
化及び違法伐採を監視するためのグローバル・ネットワークの発展を探求

・森林減少・劣化に由来する排出削減(REDD)に関する議論に違法伐採対策に関する議
論及び教訓を適切に反映、農業政策及びバイオ燃料政策を含む土地利用政策等の関
連施策との連携を強化



総 括

１．違法伐採対策に取り組むことは、地球規模の気候変動対策や
生物多様性の保全に直結するとともに、持続可能な森林経営の達成に
向けて、世界が共同して取り組む重要な行動となる。

２．合法性の証明された木材・木材製品の利用の促進し、市場から違法
に伐採された木材・木材製品を排除することは、極めて重要な課題であ
る。サプライチェーンを利用して、生産地（生産国）からの証明書の連鎖を、
効率的に構築することを提案するGoho-woodの取組は、違法伐採対
策の一つの取組として、国際的にも広く受け入れられるもと考える。



皆様と共に・・・

地球規模での環境保全、持続可能な森林経営を目指して

静聴ありがとうございました。

http://www4.osk.3web.ne.jp/~globejp/index.html
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